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社会主義者の社会ダーウィン主義観

一一第二インターの場合一一

保 住 敏 彦

I は じ め に

第二イ yターの社会主義とりわけドイツ社会民主主義の思想については，こ

れまでその政策論や社会運動論にかんする研究はなされてきたが，その歴史観

や社会観などの基礎的な思想について内在的に研究し，あわせて当時の思想状

況との関連やドイツ社会のなかでのかれらの思想の位置や役割について解明す

る作業は，す〈なかったようにおもわれる。わたしは以前， 1890年頃から1940

年頃までのドイツの社会主義者の唯物史観解釈の変遷について論じる機会があ

ったれが， このたびは，第一次大戦前のかれらのダーウィン主義および社会ダ

ーウィン主義にたいす吾見解を検討し，かれらの歴史観・社会観の特徴のいく

つかを明らかにしたいとおもう o

周知のようにJ ずノレクスはフォイエノレパッハと青年ヘ ゲノレ派を主たる論敵

として批判しながら唯物史観を形成したのにたいして，第二イ Y ターのマルク

ス主義者たちは，ダーウィ Y主義の影響のもとにマルク只主義を解釈するか3

または社会ダーウィン主義からの社会主義批判と闘わざるをえなかった。この

ことは， ドイツ社会民キ党の代表的理論機関誌『ノイエ・ツァイト~ (J883-

1923)のなかで，へーゲルまたは弁証法について論じた論文はきわめてす〈な

いのにたいLて，ダーウィ γ とダーウィン主義，ダーウィ γ主義と社会主義な

どの関係にかんする論文が十数篇みられることにも，示されている。 19世紀後

葉から20世紀前葉の重要な思潮であり社会運動にも強い影響をおよぼした社会

1) j~ 稿， ドイツ社会主義における唯物史観の問題、 「甲南経済苧論集 127巻4号，昭和田年3月ロ
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ダーウィ γ主義にたいするドイツの社会主義者の見解を検討することにより，

ドイツ社会民主主義の思想の特徴と限界が浮き彫りにされるだろう。ところで

ここでダーウィ Y主義というのは，諸個体の生存競争による最適者の生存〈自

然淘汰〕が程の進化をもたらすとする〆ーウィンの進化論の ζ とであり，社会

ダーウィン主義とは乙れを社会現象に適用した社会進化論のととである。

11 19世紀後葉の酉欧の社会と思潮における社会ダーウィン主義の位置

( 1) 19世記後葉の社会主思潮

1871年のドイツ帝国の成立以来， ドイツの工業化はいちじるしく進展した。

いわゆる泡沫会社創設時代といわれる会社設立の波が高揚し，つつく不況期の

なかで企業の合併がなされ， 1890年代には独占的企業家団体が設立されるにい

たる。この時期にドイツは，炭鉱業，製鉄業，化学工業，電気工業などにおい

て，イギリスを凌くような発展をしめした。 19佐紀中葉までのイギリ λ中心の

世界経済体制から， 19世紀後葉から20世紀前葉にはイギリ λ， ドイツ，アメリ

カ合衆国，フラ γλ，ロシア，日本などのいくつかの経済的中軸をもっ世界経

済体制に移ってゆく。とどうじに，先進工業国の国内経済は独占体制に，世界

経済は帝国主義的支配・従属の体制に移ってゆく。

こうした19世紀後葉から20世紀初頭のヨーロッバの社会経済情勢の特徴は，

科学技術の革新にともなう工業生産力り飛躍的発展，資本の集中と独占的資本

組織の成立，労働者層の増大と労働運動や社会主義運動の進展などである。イ

ギリ λ 以外の国々においても産業の急速な発展がみられ，産業組織も競争的組

織から独占的組織への変遷がみられた。どうじに国内的には産業近代化にと

もなう社会問題の発生とそれをめぐZ階級闘争の発牛と資本のがわからの社会

政策の展開がみられたの他方，それぞれの先進工業国は保護関税・資本輸出・

植民地政策などの政策を採用して経済的権益を確保し土うとするので，国際的

には諸工業国の聞の帝国主義的む対立が生じるようになった。

1870年頃には， ドイツ，イタリアなどの中欧における国民国家も成立し，多
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民族国家オーストリ 7 ・ハンガリー帝国の民族問題をのぞけば，民族問題も解

決され，民族国家主単位こした国際政治が展開されるようになった。 ζ うして，

国際的には諸民族国家聞の対立抗争があらわになり，園内では階級闘争の激化

と国家の手による社会政策の展開が見られるにいたった。さらに，思想状況を

みると，生産力発展と結びついて自然科学や技術が発展する一方で， コ γ トの

ような実証主義的な社会学や新カント主義哲学が流行し，月事史主義的な経済学

や社会政策論がだきれた。イギリスでは功利主義思想とならんでダーウィンの

進化論が普及する。マノレグスの社会主義論も， ドイツを中心に知識人や指導的

な労働者層に浸透してゆく。ダーウィンの進化論とマノレクスの社会主義はとも

に，キリスト教的文化や伝統的な社会的価値を批判するものとして，普及して

いったのである。

こうして19佐紀後葉には，経済，政治，思想のどの局面においても， 18世紀

以来の伝統的な啓蒙主義的世界観では，説明のつかない現象が優勢になってき

た。トレノレチの言うように， 18世犯が個人主義を特徴としていたのにたいして，

19世紀は「社会的結合と犬衆の集団化」を特徴tずる文化にかわったのであり，

このため，社会思想も集団と集団，階級と階級，民族と民族などの関係をテー

マにするものになった。 18世紀までの啓蒙主義にくらべて，歴史主義，初期社

会主義，マノレタス主義，ダーウィン主義などが，流布して〈るのもそうした事

情による。乙れに対応して， 19世紀の啓蒙主義も，このダ ウィ Y 主義と社会

ダーウィ γ主義的な社会学の影響により，その体系から目的論を排除すること

に成功したのであり，また社会学の成果を学んで，進歩の信仰を個人の理性に

よってではなく，発展E適応の法則によって基礎づけようとするにいたる230

このように， 19世紀の在会の変貌と文化や思潮の変化のなかで，ターウィ Y

主義の Lめる位置は大きかった。功利主義とダーウィン主義とは， 19世紀後葉

のフツレジョワ思想の重要な要素をなしていたのであり， したがって社会主義に

たいしても影響を及ぼしたのであった。そこでつぎに，ダ ウィン主義とりわ

2) トレルチ， rトレルチ著作集101ヨルダン社， 204頁参照。
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け社会ダーウィン主義が，帝国主義政策をはじめとうじの社会にどのような影

響を及ぼしにかを明らかにしよう。

(2) 社会Fーウィ Y士義と帝国主義

ダーウィソの進化論を社会に適用して，諾個人の聞の，ないしは諸集団の聞

の競争による最適者の生存をつう巳て，社会の進化がなされるとみるのが，社

会ダーウィ γ主義である。社会ダーウィ y主義の帝国主義思想への影響を論じ

た H.W コッホは， 1社会ダーウィ Y主義は，階級，民族，人種であれ，経

済的利害集団であれ，何らかの利害のために，無慈悲で非妥協な闘争を説くす

べての人々の，効果的な道具になったのだJ"' とのべている。そうしたものと

して社会ダ ウィ Y主義は帝国主義を精神的に支持するイデオロギーの機能を

果たしたのであった。

ところで』社会ダーウィ γ主義がそのように流布するにいたった原因は，ひ

とつには19世紀後葉の西欧社会が，諸個人の問の，諸社会集団の聞の，また諸

国家の聞の競争が激化した時代だったこともあるが，それにもましてこの時代

が工業や技術白発展が急速 C，社会の進歩が信じられた時代だったことがある

だろう。センメノレによれば 11870牛代中葉のドイツ帝国では進化といラこと

が主要な論争課題であヮた」ヘドイツ帝国成立以来の急速な工業化と社会の各

領域での近代化とし寸状況が，このことの背後にあったとおもわれる。 1875年

にドイツ社会民主党も. r進歩の党」を自称しており，進歩というものが当時

のもっとも流布したスローガY であった。

社会ダーウィン主義者として著名な論客には，イギリスでは，ハーバード・

スベ Y サーやのちにはベンジャミン・キッドとカーノレ・ピアソン， ドイツ，オ

ース 1リアではノレードヴィッヒ.!7Yプロヴィッツ，グスタフ・ラヅツェンホ

ーファー， ヒュースト γ ・旦チみアート・チェ Yパリ Y など古川、る。これらの

3) Hansjoachim W. Koch， Der Sozialdarwinismus. Seine Genese und seine Einfluss auf dαs 
ιmeriaZistische Dmken， Verlag C. H. Deck. MUllchen， 1973， S. G 

4) R セソメル著/野口建彦・野口照子訳『社会帝国主義史』みすず書房. 1982. 30頁。
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ひとびとのなかには，自由主義と個人主義を信じるλベンサーのようなものも

いたが，おおくはピアソゾやチェ γパリ yのようにのちに帝国主義を社会ダ

ウィ γ主義でもって基礎づけたひとびとであ〉た。

H. W. ':'1"ッホによれば，社会ダーウィソ主義はスベンサーの社会哲学とダー

ウィ γの生物学との総合から成立した。ぞれは生物界における牛存競争と自然

淘訣による最適者の生存とし、う原理を，人聞社会に適用して J 人間社会におけ

る諸社会集団の間の闘争を，また諸個人間の闘争を肯定するイデオロギーをつ

くりあげた。ところで社会ダーウィン主義の立場からの社会解釈にはJ 保守主

義的なタイプと改良主義的なタイプとのふたつがあるという。社会ダーウィン

主義は，膨張主義的な帝国主義のイデオロギーにもなり，社会批判的社会改良

的な見解とも結びっくのである。そして，イギリスでは前者の傾向がつよし

アメリカでは後者の傾向が強かったという。

イギリスやドイツでは，社会ダ ウィン主義は帝国主義，戦争の賛美J 人種

主義などとむすびっく傾向がつよかった。まず，帝国主義との結びつきだが，

帝国主義は利害集団によってだけでなく，民族がその推進勢力に組み込まれる

ので，優秀な民族の劣等な民族にたいする支配の権利という主張がなされるよ

うになり，そのため社会ダ ウィ γ主義の主張が利用されるようになるo たと

えば， T. H ハックスレ←は， i帝国主義的立場からはよりおおきく強い民族

が，より弱小な民族を排除Lたり吸収する権利をもっている土いう結論にたつ

したJ(Ehenda， S. 92)。また. B キッドは，その著『社会進化論~ (ロンド:/，

1894)のなかで， iイギリスの侵略と大英帝国の存続と拡大を正当化するよう

な，倫理的，宗教的，社会的論拠を述べたとき，普遍的文明の利害のもとに書

いていると確信していたJ(Ebenda.)o 19世紀末には， ポー7戦争の際のイギ

日スの人種理論をももいた正当性の主張に見られるように，すでに社会グ ウ

ィン主義による帝国主義の合理化が見られた。また， 1900年代の英・独建艦競

争の際に，芙・独両国においておなじように社会ダーウィ Y主義的なアジテー

V ョンがなされたという。
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また社会ダーウィン主義と戦争の賛美との結びつきは，イギワスの戦争文学

者たちの作品や， 1880-1914年のころのドイツの通俗的な新聞・雑誌のなかに，

みられるという。たとえばA.Cイェイトは， iポーア戦争を例にとりつつ，

戦争がどのように有利な結呆'a::，イギロ λ の生活領域に及ぼしたか，示そうと

こ乙ろみたJ(Ebenda， S. 107)のであり L.ウオールズりーは， i人種およ

び民族の誇りの重要性を強調したJ(Ebenda， S. 108)のであり， T.M マグ

ヮアイアーは『ナ、ンョナル・レピ品ー~ (1898年)のなかで i戦争は，恐ろ

しいものであるが， 崇高なものでもありうるJ(Ebenda， S. 111) と述べたの

である。

曹につに，社会ダ ウィ γ主義E人種主義との結びつきについてはどうか。両

者の結びつきは，ナチズムにおいてもっとも極端なかたちで現れていた。 7-

V7民族によるユダヤ民族の絶滅を合理化する論拠は，社会ダーウィン主義に

よって与えられたのであった。ところが，生物界における生存闘争と自然淘汰

による最適者の選抜というダーウィ γの思想、が，科学的真理として認められる

だけでなしそれの人聞社会への適用としての社会ダ ウィン主義もまた科学

的真理と認められるにいたるならば，社会ダーウィ γ主義による人種差別jや民

族抑圧の根拠づけも，正当なものとみられるようになるだろう。こうして，帝

国主義からナチズムにいたる支配階級のイデオロギーにたいして，社会〆ーウ

ィY主義は重要な論拠セ提供したのであるが，これにたいするドイツ社会民主

主義の理論家たちの評価と対応はどうだったのか。この問題にはいるまえに，

まずかれらに強い影響をおよぼしたp マノレグエえと，"'LY ?'~ノレスのダーウィ γ主義

観をみよう。

III マ Jレウス，エンゲJ~スのダーウィン主義観

(1) マルク λの見解

マノレクスは1873年に，ダーウィンにドイツ語版第二版の「資本論』を献呈し，

その献辞に「チャーノレズ・ダーウィ γ氏へ/その真正の賛美者より，カーノレ・
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マノレグスー…」と記した。このことに示きれるように，たしかにマノレグスは科

学者ダーウィンにたいして，尊敬の念を抱いていたが，それはダーウィ Y主義

がキリスト教の教義平伝統社会の価値にたいする批判を内包しているという理

由からであって，ダーワイン主義がかれり社会観・歴史観の成立に影響を及ぼ

したとか，その不可欠の構成要素どという理由からではなかった。というのふ

ダーウィンの主著『種の起源』は，くしくもマルクスの『経済学批判』とおな

じ<. 1859年に刊行されたのであり，マルクスはすでに ζの年までに自らの社

会観・歴史観の基木構造を確立していたと見られるからである o ちなみに，マ

ルクユの唯物史観のもっとも早い時期の表明は. wドイツ・イデオロギー』

(1846年〕のフォイエノレバッハにかんする一章にみられ，その完成した定式は

『経済学批判~ (1859年〕の「序言」にみられあ。したがって，マルクス主義

とダーウィン主義は独立して形成されたのであり，当初は互いに影響しあうこ

ともなかったといえる。

では，マノレグア、自身のグーウィ γ にたいする評価は， どうだろうか。最近の

ある研究論文によれば. iマルクスは最初は，それが超自然的現象を自然科学

から取り除き. w階級闘争のための自然科学上の基礎」として役立つという理

由から> W種の起源」に熱狂したが，すぐに，ダーウィン主義を，資本主義社

会におけるプノレジョア的競争0)闘いを反映するフソレジョ 7 ・イデオロギーとみ

な-，にいたったのである」目、

マルクスのダーウィ Y主義にたし、する評価は，アンピグァレントなものであ

り，一方ではそれが生物界にかんする科学的真理であるとみるが，他方ではそ

れがイギリコえの競争社会を反映Lたプノレジ d ワ・イデオロギーであるとみてい

た。た正えばマノレグ λは> 1861年 1月16日づけのラ+ールあての手紙のなかで

「あらゆる欠陥にもかかわらず，ここで(ダーウィンの著作で一一引用者〉は

じめて，自然科学のなかの『目的論』が，致命的な打撃をうけただけでなし

5) Ralpf Colp， JR.，“The myth of the Oarwin.Marx letter". in; History 0/ Political 

Economy， 14: 4， 19回.p. 461 
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その合理的な意義も経験的に分析されたのだ」と述べ，ダーウィ γの学説の自

然科学上の功績を認めている。しかしマルク y、はまた， 1862年 6月18日つけの

エシゲルスあての手紙のなかで Iダーウィ Yは動物や植物のなかに，分業，

競争，新市場の開発J 発明およびマルサλの『生存闘争』などをともなう，イ

ギリエ社会を認め ζいる」と述べ，ダーウィ y 主義が，イギリプ、社会の特徴を

生物界にも認める，きわめてイデオロギ 的な理論だとみたのである Q

(2) ュンゲノレユの見解

テレノレ・カ バー氏によると Iエンゲノレy、は論文『猿の人間への変化にお

竹る労働のはたす役割」のなかで，マノレクスの理論とダーウィンの理論とを統

合しようとしJ，人類史の最初の発展がおもに人間労働の性格にもとづいてい

たが，結局は，自然淘汰は技芸の継承という非ダーウィ γ主義的な理論にとっ

てかわるとみたのであり， したがって「ユ Y ゲノレ只は事実上，人類史における

最適者の生き残りという社会ダーウィン主義理論を採用したのではなし 『全

人類史』は『階級闘争，搾取者と非搾取者，支配者と非抑圧者との聞の競争』

(1888年『共産党宣言』序文〉の歴史だとし、うマルクス主義理論を受け入れた

のであるJ"。

たしかに， カーパー氏のいうように，エシゲノレスを社会ダーウィン主義者だ

と評価することはできない。 たとえば，ェ γ ゲノレスは1875年11月12(ー17) 日

づけのラフロフあての手紙のなかで， I人類社会と動物社会との問の本質的差

異は，動物はせいぜい拾集するだけなのに，人間は生産する，ということです。

このただひとつの，とはいえ重大な差異だけかbみても，動物社会の法則をそ

のまま人類社会にうっすことは不可能です」と述べ，ホップズやマノレサλの理

論を生物界にうつしかえたダーウィ γ学説の限界を指摘している。しかし，エ

ンゲノレスはマルクスよりは，ダーウィ Y の進化論と 7 ノレク九の階級闘争論とを

統合しようと努力したようにみうけられる。というのも，ェ y ゲノレλ のマノレク

6) A Dictionary of Marxist Thought. Edited by Tom Bottomore， Basil Blackwell Publisher 
Limited， 1983， Vol. 1， p. 113. 
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^主義解釈におけるきわめて実証科学的な傾向や，政治思想にお吋る漸進主義

などに，グーワイン主義からの影響が認められるからである。

たとえば =γ ゲノレ月は1873午にマルクスが死去した際，ハイゲート墓地で

の葬送の辞のなかで，マルクスをダーウィ Y と比較し， Iダーウィンが生物界

における進化の法則を発見したように，マルクスは人類史における進化の法貝Ij

を発見した」と述へ，マノレグスとダーウィンとのあいだに類似性があるとみな

す見解を表明した。それば，その場に何人かのイギリス人のダーウィン主義者

が参列したとし、う外的な事情のせいばかりではなかったo マノレクス主義を人類

社会の発展法則を解明した科学とみなす，エンゲノレス自身のマルクス主義解釈

にも由来する見解だった。 ちなみに， エンゲノレスは『アンチ・デュ一日 γ グ

論』や「自然弁証法』や『家族・私有財産および国家の起源』のなかで，かれ

のマルクス主義解釈とその敷桁を行った際に，社会発展の法則を強調する立場

を取ったのであった。

(3) エドワード・アーヴェリンクの見解

ところで，マノレクス，エンゲノレスのダーウィン主義許制と， ドイツ社会民主

主義の理論家たちのダーウィン主義評価とをむすぶ結節点をなすのが，マノレク

夕、の女婿エドワード・アーヴェりンクの見解だった。ア ヴェリンクは wノ

イエ・ツァイト』誌に「チ十一ノレズ .;iーウィンとカール・マノレグ旦」り とい

う論文を寄せている。これは同誌においてダーウィ Y を論じたもののうち最初

期のものである。そのなかで7ーヴェリンクは，ダーウィン主義とマノレグス主

義とが，矛盾しておらず，むしろ前者は後者を基礎つけていると見ている。す

なわち

「おおくのわれわれの敵の見解によれば，ダーウィンの理論とマノレグ旦の理

論とは互いに対立している。とわわけ自然淘汰の理論は社会主義の見解とはき

わめて鋭〈対立していると，ひとびとは主張する。わたしにはまったく不当と

7) E. Avering~ “ Charles Darwin und Karl Marx， Eine Parallele". in; Die Neue Zeit. 15-2 
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おもわれるこの主張を詳細に取り扱うことは，いまのところできない。けれど

もわたしは， この論争問題をグーウィン主義とマノレグス主義にかんする特別な

労作の中で，論じるつもりである。しかし ;rーウィ :/0)著作についてりお年

にわたる研究と社会主義理論との多年の取組にもとづいて，わたしに今日ひと

つの所見を披露することを許してほしい。つまりわたしは，グ ウィ Y主義と

社会主義との聞に，まったくなんの矛盾もないと考えているのである。わたし

には社会主義ほ歴史的発展過程の論理的帰結であzとおもわれる L，ダーウ f

yの学説は社会主義の最強の科学的支柱だとみな Lている。J(5. 752-753) 

と。

とうじダーウィン主義の多くの支持者たちは，ダーウィ Y主義と社会主義と

は対立しているとみなしていた。社会主義は，ダーウィン主義の基本的観念で

ある生存競争と自然淘汰に反する見解だとみられていた。ところがアーヴェリ

ンクは 1fーウィン主義と社会主義の一つであるマルクス主義とは矛盾しない。

それどころか，前者は後者を科学的に基礎つけているとみている。こうした見

解はドイツ社会民主主義の理論家たちにも影響した。おおくのダーウィ Y主義

者ーが， ダーウィン主義とマノレクス王義とを対立するものとみたのにたし、して，

ドイツ社会民主主義のおおくの珪論家たちは，アーヴェリ γク同様に，両者七

矛盾しないもの，あるいは互いにあい補うものとみたのである。このことは，

社会民主主義者たちが， とうじの流行思想たるダーウィン主義をマノレク λ 主義

の普及のために利用しようとしたと，皮肉に捉える ζ ともできるが， どうじに

かれらの解釈したマノレグス主義がダーウィ Y主義と共通点を持ョていたことを

も推測させるものである。

アーヴェリンクのダーウィ γ主義にたし、する評価ば，マノレグスの身近にいた

人物の見解として，またマノレク月主義とダーウィン主義との関係についてのか

なり早い時期の考察として，注目される。前記のェ'/'r'ノレスの7 ルクスの葬送

の辞のなかでの発言も 7ーヴェリンクのような人々の評価と共鳴するものだ

ったといえる。そこには，マノレクス主義をダーウィン主義どうように，一つの
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科学ととらえる姿勢がみられる。そしてドイツ社会民主主義の理論家たちに影

響を及ぼしたのも，そうした評価だった。

IV ドイツ社会民主主義の理論家たちの社会ダーウィン主義に

たいする評価

社会主義と社会ダ ウィン主義との関係においては，まずおおくの社会ダー

ウィ Y主義者がダーウィ Y進化論にもとづき社会主義を批判した。とわに介い

して社会主義者のがわからは，社会主義とダ ウィン主義とを結合Lょうとす

る開解と，両者は矛盾しないとみるにせよ丙思想の相遣を強調する見解とがあ

らわれた。

(1) ダーウィン主義による社会主義批判

ダーウィンの進化論は，生物界における種の進化を個体の競争による最適者

の生存(自然淘汰〉から説明する理論であったが，かれはそれをマノレサλの人

口論にかんする書物を読んだことから思いついた。そのかぎりでは，ダーウィ

γ進化論にはもともと社会理論と結びつく地盤があった。ダーウィ Y進化論を

社会に適用したひとびとは，それを社会主義を批判するために利用しようとし

た。かれらは社会主義が個人の聞の，あるいは集日の閑の生存競争を否定する

ιとに4って，社会進化のもっとも重要な動因を否定していると非難した。た

とえば，社会問題が深刻になってきた19世組後半のイギロスにおいて，ハーパ

ート・スベYサーのように自由放任の資本主義を擁護しようとした人々は，こ

の体制が進化の法則と合致しており， I競争を取り除いたり軽減させることで

すら同然に反する行為となりうる」と論じ，こうした見地から労働組合や社会

主義思想あるいは政府の干渉などに反対したお。

またドイツにおいても I社会ダーウィン主義は 支配階級の正当化のイ

デオロギーという本質をもっている。正当にも， ドイツにおけるダーウィン主

め Th. A グージ他著/渡辺政隆他訳『進化思想のトポグラフィ』平凡社.1987年， 37買。
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義の{章夫な宣伝家であるエルYスト・へッケルは，すでに1878年に，ダーウィ

ン主義は『およそ社会主義的ではない』とし寸立場に立っていた」ペへッケノレ

は社会ダーウィン主窃が，社会主義的なものではなく i貴族主義」的なもの

だと述べた。このようにイギリ凡でもドイツでも，ダーウィン進化論が社会に

普及してゆくなかで，ダ ウィン主義を利用した社会主義批判がなきれるよう

になコた。

これにたいして社会主義者のがわから，積極的に社会主義とダーウィ γ主義

正を給付つけ上う k する見解が生I'~てくる。た F えばベノレンシュタインやカー

ル・ピアソ γの見解はその例である。かれらは19陛紀後葉の流行思想としての

ダーウィ Y進化論を，積極的に社会主義思想のなかに取り入れて，進化論的な

社会主義思想をかたちづくったのであった。

( 2) 社会主義とダーウィン主義との結合 ベルY シュタイ Y とピアソン

の場合

ピーター・ゲイは，マノレクスとベノレンシュタインとの思想的継承関係につい

てJ こうのべている。 i進化論への関心はマルクスの著作全体を通じて明瞭に

表れており，マルクスが当初『資本論』をダーウィ Y に捧げたいと考えたのも

決して偶然ではない。このようなマルクス主義の進化論的側面はェドクアル

ト・ベノレンジュタインにとっ亡も永遠の.a要性を持つものであった。ペルンシ

ュタインの『発展 (evolution)~ ということばは，マノレクス，ェンゲノレスが使

用した意味とむしろ異なっていたことは事実であるが，切らかに，マルクス，

エY ゲノレスの資木主義発展論の研究に由来するものである。この概念こそは，

かれがマルクス，エンゲノレスから受日ついだ最大の思想的遺産であ勺たJ10) と。

9) H. U. Wehler.“Sozialdarwinismu$山田pandierendenIndustriestaat"， in: K;γ"四 herd
des KI副 serreichs1871-1918.ーーベ.iottingen;Vandenhoeck & Ruprecht (1970). S. 288. 

10) Peter Gay， The Dillemma 01 Democratic Socialism一一-EduardBernstein's Challenge 臼
Marx， Collier Books. New York， 1962， p. 87. 長尾克子訳『へルン γ ュタイン一一一民主社会
主義自ディレンマ 」木鐸社.1980年， 104買。
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だが最近の研究によれば，マノレグスが『資本論』をダーウィ Yに捧げようとし

た事実はなかった1130 このことからみても，マノレクス自身の思想がまったくダ

ーウィン主義的な意味で進化論的であったとはいえな，"ベノレンシムタインの

進化主義はむしろフェピアン主義をヘー亡ダーヴィ Y主義に由来するのである。

Eはベノレγ シュタイ γは，グーウィン主義をどう評価していたのか。論文

「社会主義の擁護者であるダーウィソの弟子J'幻のなかで，かれは宗教と国家

に敵対したダーウィソの弟子たちが社会主義と関わねばならないと宣言してい

るのにたいして，社会主義者はダーウィ Y主義の進化論を生物界の自然法則と

しては認めても，人聞社会へのダーウィン主義の直接の適用には反対している

と述べている。ところでベノレYシュタインがこの論文で取り扱った社会主義の

擁護者ーである〆ーウィ y主義者とは，スベシサーの弟子のグラ γT ・アレ γ で

あった。

ベルン γ ュタインによると，アレンはロ γ ドンの『フェピ7'/協会』の集会

において， w社会主義は自然淘汰の法則に介入するかぎりで，科学と矛盾して

いるのか』というテーマで講演をおこなった。アレンがそこで証明Lょうとし

たのは社会主義とダーウィ Y主義とが矛盾しないということであり，かれの言

葉をかりれば I社会主義は，・・ 人聞社会の形成にたいする進化論的発展法

則の作用の，最後のま古しく必然的な成果として，生物界の現象の歴史におい

て，正当な位置を得てし、るJ(S. 172) ということである。かれの見解では，

「資本主義と土地独占の制度」は自然淘汰の作用を制限し妨害するが，社会主

義はその制度を廃止す;;:;ことによって，自然淘汰の作用を発揮させるからであ

るu 全動植物界の進歩は自然淘汰によってなされるが，社会主義社会でも自然

11) 1931年目来，マルクスカ『資本論』の一部にダーウィンへの献辞を君くことを望み，ダーウィ
ンがそれを断ったという伝説が流布し，その論拠として1880年10月13目づけのダーウィシのマル
クス宛書簡が謹げられてきた。しかし，こり書簡はマルクス宛ではなく，アーヴ=ι リソグ宛であ
ることが判明した。RalphColy， JR.， op. cil.， p. 481 松永俊男 rグ ウ4シをめくる人々 』朝
日新閣社.1987， 205頁をみよ。

12) Eclua:rd Bernstein， .. Ein ::ichuller Darwin's als Vertheidiger des Sozialismus "， in; Die 

Neue Zeit， 9-1 
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i物汰が働くことによって進歩がなされるというのである。

アレ Y は結論としてこう述べてし、る。 i進歩した段階にある社会が，その成

員のひとりひとりや階級の，人為的な優遇ないL冷遇を除去すればするほど，

その社会がかれらの若者の健康，能力，教育を配慮すればするほど，またその

社会がだれも失陥になやまず，だれも過重労働を強いられないようにさらに

だれも不利なチャンスを与えられず，だれも必要な労働手段と道具を与えられ

ないことのない上うに，配慮きれればされるほど，個人はそれだけ成功するだ

ろ仁とL寸結論を引き出すことができる。 u …というのは，社会主義はあら

ゆるグループにおいて，個々人のうち最も能力があり力のあるものを引き上げ

るように努力 L，諸Fノレープの問になお見出される自然淘汰は，ーグループの

長所と他グノレープの欠点をじゅうぶん明瞭に指示 L，より高いより良い典型の

範にしたがって，自発的に自己を完成しようとするからである。J(S. 176-7)。

ベノレンシュタインは， このアレンの見解を批判していない。このことはベノレ

y シュタインにとって，この見解が同意できる内容のものであったことを意味

しているだろう。かれがダーウィ γ の進化論を社会主義の思想と結びつけるこ

とができるとみなしたのは，進化論にふくまれている自然淘汰による進化とい

う足、恕が社会主義社会について妥当しうるとみた乙とにあった。人聞社会の発

展を説明するために，ダーウィン主義とずノレクス主義とを結びつけてゆこうと

する観点が，ベノレγVュタイ γ にはみられるのである。

こうした観点は，ベノレ :..-'./ι タイジの主著『社会主義の諸前提と社会民主主

義の課題~ (1898)にもみられ，かわしは自分の修正主義の立場所「有機的進化

主義 (OrganischerEvolutiontl~mus)J 左特徴づけている。かれは社会主義が

資本主義の否定的な現象をともなう発展のすえの崩壊の結果として生じるとは

みなかった。むしろ資本主義の発展にともなう，社会的富の増大や科学の発展

や「労働者階級自身の知的および道徳的成熟の増大」によって，社会主義は漸

次成立するとみていた。資本主義崩壊からではなし資本主義のなかから漸進

的に社会主義が成長してくるとみていたのである。
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カーノレ・ピアソ γ は，論文「社会主義とダーウィ Y 主義j13) において， とう

じダーウィン主義を社会進化に適用l.-，〆ーウィン主義と社会主義との対立を

強調していた，ベンジャミン・キッドの「社会進化~ (1日94) を論評している。

ピアソンによると，へッケノレやスベンサーなどFーウィ Y主義者たちは「社会

主義が自然淘汰の法則と矛盾 Lていると信じ」ているのにたL、Lて，社会主義

の文筆家たもは「社会主義の主要円的のひとつが共同社会内部の競争の緩和」

(s. 714ーのにあると信じている。こうした論争の状況のなかで』キッドの立

場は， ["社会内部の生存闘争が社会の進化の根本条件であるという主張を

生物学的な真理としてうけいれるJ(S. 715)ことにあった。他方，ピアソ Yの

立場は「ある社会内部の闘争の制限は，社会的熟練の増大をもたらすだろう」

(S. 718) とするものであった。キッドは社会内部の生存闘争を進歩の条件と

して肯定L ピアソンはそれの制限と外部の社会との闘争を強調する。

ピアソンが同論文の続篇で論じているのも，共同社会内の諸個人の競争によ

る自然淘汰をどう評価するのかという問題である。かれの見解では，スベンサ

ーは，諸個人の競争による自然淘汰を社会進化の重要な要因だとみているが，

Fーウィン自身は生物界と人間社会は具なり後者においては事態はもっと複雑

だとみていた。では社会主義者の見解はどうか。ピアソンによれば["社会主

義者は文明社会では，内部の生存闘争が重要な役割を演ずるという証拠はJ 提

出亡きないという意見である。J(S. 755)。社会主義者は内部的競争とはべつの

自然淘汰の要因によフて文明国民の発展がなされるとみるo けっきよしピア

ソンは「ここで問題になっている自然掬汰の要因たる内部の闘争が，一般的に

いって，文明国民においてわずかの役割しか果たさないことを，証明しようと

したJ(S. 756) のであった。ピアソンは，集団内の諸個人の生存競争よりも，

集団と集団とのあいだの闘争を重視したのである。

ところでドイツの社会主義者により好意をもってむかえられ， ~ノイェ・ツ

ァイト』誌上にその論文が掲載されたこのピアソンについて，センメノレはかれ

13) Karl Peason，“Sozialismus und Darwinismus九四 ;Die Neue Zeit， 16-1. S. 708， 752 



社会主義者。社会グ ウィン主義観 (421) 115 

が社会主義とダーウィン主義とを結びつけて，集団外的社会進化論にたちつつ

「社会帝国主義にイデオロギ 的基礎を提供した」凶と評価している。という

のもセンメルによると，ピアソンはイギリスが世界的地位を維持するためには，

必要とあらば，他の劣等民族を犠牲にしてでも， 自国民の福利をはかるべきだ

と主張したからである。また，社会主義正進化論との結びつきについては，一

民族の内部での坐存競争によって民族内部の対立が克服され，民族の集団的な

結合が強化されることが，世界的規模での競争においてこの民族が勝利する条

件であるというかたちで捉えていたからである。ピアソンは進化論と社会主義

とをむすびつけ，進化論により社会主義を基礎つけたが，その結果，かれの思

想、は社会帝国主義とL、う性格をもつにいたった。このことは， ピ7 ソγ をたか

く評価したドイツの社会主義者によっても， じゅうぶんには捉えられなかった。

だがすでにボー7戦争中の1900年に，ピアソ Yがそうした思想の一端を吐露し

ていることをみれば， ドイツの社会主義者たちは，進化論と社会主義との結合

が，社会帝国主義をもたらしうるという危険性にきずくべきてあった。

(3) 社会主義と〆ーウィン主義とを区別する見解 ーペ ペんとカウツキ

ーの場合一一一

v 之ーベルは，論文「ダーウィン理論と社会主義斗1日のなかで， とうじ流布し

ていたずォノレトマンの『ダーウィ Y理論と社会主義一一人聞社会の自然史に関

するー論~ (デュッセノレドノレフ， 1899)を紹介しつつ， ダーウィン主義に関す

る自己の見解者述べている。ベーベノレによれば，ダーウィ γ主義者のなかでヴ

ォノレトマンは，ダーウィ Y主義と社会主義とが矛盾していないとみなすかずす

くない理論家のー人であった。 iかれ(ヴォノレトマン〉の達した最終の結論は，

ダーウィン主義と社会主義とは互いに矛盾しておらず，生存闘争における最優

秀者の選択というダーウィン主義理論は，それが人類にとって問題になるかぎ

14) センメルのピアソン評価については『社会帝国主若」みすず書房， 25， 35-36頁をみよ。
15) Augu:;t Bebel. “ D~e Oarwinischc Thcorie und der So2Ialislllus "， in; Die Neue Zeit， 17-ー

1. S. 484-9. 
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り，社会主義社会において人間と自然との統一が樹立されるという点に，表現

されるJ(8. 484 -485)ということだった。この論文のなかで，ベーベノレはダー

ウィ Y主義と社会主義とを結びつけようとするヴォノレトマンの努力に，がし、 L

て共感じているが，しかLダーウィ y主義者が「社会問題の無知と軽視という

点で， 日。かれらの師匠の模範にしたがったJ(S.485)と1".社会主義が進化

論と密接な関係をもっていることは社会主義者よりもダーウィ γ主義者によっ

て理解されていないことの目 486)，ダーウィン主義者も科学的社会主義とその

基礎にある史的唯物論を知らない場合には人間社会の発展法員uを理解できない

こと (S.486-7) などを指摘し，マノレク λ主義者がダーウィン主義を理解して

いないのではなしむ Lろダーウィン主義者がマルクス主義を理解していない

のだと主張したのである。

したがって，ベーベ，レ自身はダーウィン主義から積極的に学ぶものがあると

は見ていないのであり，ただ生物界の発展にかんする科学的知見としてそれを

尊重し，それが社会主義を否定するものでないことを明らかにすれば，それで

充分だそ〉た。ダーウィン主義がマノレク λ 主義解釈にどのような影響を及ぼしう

るのかといった問題には，関心がなかったのである。

カウツキーは，論文「ダーウィン主義とマルクユ主義J10) において，イ夕日

アのフ r リー教授の著書『社会主義と現代科学~ (ローマ， 18日4) を批評しつ

つ，ダーウィ y主義とマルクス主義との関係について論じている。かれはまず

マノレクス主義とYーウィン主義との類似性について， rダーウィ y とマノレグ旦

との対比は新しいことではない。両説の類似性は明白である。一方は他方とど

うように，発展の鍵を闘争のなかに見出した。つまりダーウィンは生存闘争の

なかに，マノレクスは階級闘争のなかに発見したJ(S.709)と述べている。しか

し，マノレク月主義が〆ーウィン主義にもとづいているというフェリーの主張に

たいし之は， 反対している。 フェリーは rwグーウィン主義は社会主義と対立

するものではなしむしろそれは社会主義のもっとも基礎的な科学的土台をな

16) Karl Kautsky，“ Darwinismus und Marxismus"， in: Die Neue Zeit. 13-1， S.叩9.



社会主義者の社会ダーウィン主義観 (423) 117 

すのであり，社会主義は ・グーウィン主義の論理的および必然的な帰結をな

すことを，強調したい~ (S.48)Jと述べたが， カウツキーはマノレク凡主義がダ

ーウィ γ主義によって基礎づけられていることを否定した。というりも，時間

的継起からして，マノレクス主義がグーウィン主義以前にすでに成立していたか

らである。

またカウツキーは，進化法則という自然法則にもとづいて社会主義の必然性

を根拠づけるというフェ 1)ーの考えにも反対L.それぞれの社会形態はそれぞ

れの歴史的条件によって存立しているのであり，社会主義社会の必然性も，自

然法則にもとづいてではなく歴史的条件にもとづいて証明すべきだとみた。し

たがってベーベノレとカウツキーの場合には，ダーウィ Y主義は生物界の進化法

則を解明し，マノレグ旦主義は人類社会の発展法則を解明したというように，両

者を区別して捉えていたといえよう。しかしこの際注目すべきなのは，かれら

が両者を区別しつつも両者が対立しているとはみなかったことである。進1tと

いう点では共通性があるとみていたのである。

V まとめ

これまでみてきたように社会主義とダーウィン主義との関係にかんして，ダ

ーウィンの進化論によって社会主義は理論的に否定されるとみる立場と，ダー

ウィン進化論によって社会主義は理論的に基礎ゴけられるとみて両者を結合し

ようとする立場と，ダ ウィン主義は生物界の進化を明らかにし，マルクス主

義(社会主義〉は人聞社会の歴史的発展を明らかにすると両者を区別する立場

の，三つがあった。第一の立場は資本主義体制擁護の保守主義や人種差別・少

数民族抑庄の人種主義・民族主義と結びつく。第二の立場からはベノレγ シ ュ タ

インにみられるような進化論的社会主義が生じるが，これはしばしば自国社会

内の競争を制限することによって外国および他民族との競争を助長する社会帝

国主義に陥る。第三の立場からは，進化と革命とを統合した理論が生み出され

る可能性はあったが，現実にはそれはカウツキ一理論にみられるような資本主
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義崩壊=社会草命論とい号それ自体進化論的で客観主義的なものにとどまった

のである。

社会主義とグーウィ Y主義とを結合しようとする流れも，両者を区別しよう

とする流れも，ともに社会ダーウィン主義からの社会主義攻撃にたいする反応

だった。しかし，ともに社会ダ ウィン主義が帝国主義のイデオロギー的支柱

となっていることにたL、する明確な認識が火けていた。ドイツ社会民主主義が

帝国主義にたいしても，またのちにはナチズムにたいしでも』じゅうぶんには

対抗で舎なかった原因のひとつは，かれらの社会ダ ウィ Y 主義の危険性にた

いするこうした認識の欠如にあった的。また，ダーウィン主義と社会主義との

関係にかんする二つの見解は，ともに社会の進化の法則を信じる点では共通し

ていた。だがそのように社会法則を実体化 L 漸進的にせよ，資本主義崩壊を

経てにせよ，パラ色の将来社会の実現を予想する楽観主義的な進歩信仰に，第

二イ Yターの社会主義者の限界があった。

ところで，アメリカの制度学派にみられる，改良主義と結びついた社会ダー

ウィン主義の流れの意義については，ここでは論じられなかった。また現代的

な社会理論の構築という観点からいっても，漸進的な社会進化と急激な社会革

命とをともに含みうるような社会理論の構築のためには，社会グーウィン主義

の有機体的な社会進化論とマルクス主義的な社会革命論とのつきあわせが必要

であるが， そうした作業ものこされた課題である国U

17) だが，社会グ ウィン主義の流布がもたらした悪影響は，過去のはなしではなし現代にも通
じる問題である。先進工業固における外国人労働者にたいする差別意識白問題，社会情勢目中心
に階級闘争よりは諸個人間の競争がおしててきていることなどをみよ。

18) この点では， W， F.ウェルトへイム『進化と革命』紀伊国屋書庖， 1982，をみよ。


